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 調達方法 購入等
 導入予定時期 令和３年度10月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 検体搬送システムは、検体検査管理シス
テムからの情報に基づいて、検体に前処理
を施し、各測定装置へ自動搬送ができるこ
と。
Ｂ 必要な分析装置を搬送ラインに接続し、
効率化を図った構築ができること。
Ｃ 検体検査システムとして、生化学・免
疫・血液・一般検査に関する検体検査の自
動測定ができること。
Ｄ 時間外検査に用いる分析装置は24時間稼
働が可能なこと。
Ｅ 既存の病院情報システムとの連携ができ
ること。
Ｆ 検体検査管理システムとして、検体搬送
システムや検体検査システムから発生する
情報の総合的な管理ができること。
Ｇ 患者の情報保護のため、セキュリティ対
策及びシステムダウン対策が施されている
こと。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 令和２年10月12日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒6068507 京都市左京区聖護院
川原町54 京都大学医学部附属病院経理・調
達課 林 寿美子 電話0757513024

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 令和２年８月26日から令和２年
10月12日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 令和２年９月３日15時00分
 開催場所 京都大学医学部附属病院会議室
５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。

６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 22, 31

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Integrated Clinical Laboratory

system 1 Set

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

Ａ Automated transport system should

make the preparation of samples and

transport them to analytical devices au‑

tomatically, according to the information

from Laboratory management system.

Ｂ To be able to construct the Sample

Transportation System connected to ana‑

lytical device to work effectively.

Ｃ Laboratory analytic system should per‑

form biochemical, immunological, he‑

matological and general examinations,

automatically.

Ｄ The analysis equipment used after bu‑

siness time should have 24‑hour operation

ability.

Ｅ Integrated Clinical Laboratory system

should be online‑connected to Kyoto Uni‑

versity Hospital Information system．
Ｆ Laboratory management system

should integratedly manage the informa‑

tion from Automated transport system

and Laboratory Analytic system.

Ｇ Extreme care should be paid to the se‑

curity of patient information and the pre‑

vention against the system crashing．
 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 12 October, 2020

 Contact point for the notice : Sumiko

Hayashi, Accounting and Procurement Di‑

vision, Kyoto University Hospital, 54 Ka‑

wahara‑cho Shogoin Sakyo‑ku Kyoto‑shi

6068507 Japan, TEL 0757513024

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
令和２年８月 26 日

国立大学法人京都大学長 山極 壽一
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 26
〇第６号
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量
手術室システム 一式

 調達方法 購入等
 導入予定時期 令和３年度10月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 無影灯、シーリングペンダント、術野映
像システム、手術室環境支援システム、術
中動画記録システム、手術台、保温保冷庫
で構成されること。
Ｂ 無影灯は、術野の高い無影性、色の再現
性、放射熱の軽減の要件を満たす装置であ
ること。
Ｃ 術野映像システム及び術中動画記録シス
テムは、近年の映像技術の進歩に見合った、
映像データ利用の利便性が図れるシステム
であること。また、単なる手術の記録のみ
ならず、医療安全や教育に使用するために
適した性能・機能を有すること。
Ｄ 術中動画記録システムは、術野映像や手
術室内監視モニター映像から器材やスタッ
フの導線を解析し、体内遺残の有無や業務
の効率性、術中環境の最適化を検討するた
めに適した性能・機能を有すること。
Ｅ 手術室環境支援システムは、手術室内の
清浄度等を常時監視して、手術に至適な環
境を維持するためのシステムであること。
Ｆ 安全性が保障されているものであるこ
と。
Ｇ 最新の性能・機能を有するものであるこ
と。
Ｈ 狭い部屋を有効活用し、手術が安全で効
率良く行えるように、手術室内に配置でき
るものであること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 令和２年10月12日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒6068507 京都市左京区聖護院
川原町54 京都大学医学部附属病院経理・調
達課 林 寿美子 電話0757513024

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 令和２年８月26日から令和２年
10月12日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 令和２年９月３日15時30分
 開催場所 京都大学医学部附属病院会議室
５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 22, 31

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Operating room system 1 Set

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

Ａ Be comprised of an operating light, a

sealing pendant, an operation field pic‑

ture system, operating room environment

support system, a perioperative video

record system, an operating table, a ther‑

mal insulation cooling box.

Ｂ An operating light being a device meet‑

ing the high no shadow characteristics of

the operation field, color reproducibility,

requirements of the reduction of the radi‑

ant heat.

Ｃ An operation field picture system and

the perioperative video record system be‑

ing the systems which convenience of the

use of picture data appropriate to the

progress of the recent imaging technique

can plan. Also, as well as a record of the

simple surgery, have suitable perfor‑

mance, function to use it for medical se‑

curity and education.

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